
 

平成 28年 2月 3日 

各位 

会 社 名  株 式 会 社 イ ン タ ー ワ ー ク ス 

代表名   代表取締役社長  雨宮  玲於奈 

（コード :  6032 東証第 1 部） 

問 合 せ 先  取 締 役  大 平  秀 行 

          （電話 03-6823-5404） 

業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ 

当社は、平成 28 年２月３日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績動向を踏まえ、平

成 27年 11月６日に発表しました平成 28年３月期（平成 27年４月１日～平成 28年３月 31日）の業績

予想および配当予想を修正することとしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

1． 業績予想の修正 

平成 28年３月期の業績予想（平成 27年４月１日～平成 28年３月 31日） 

 

連結売上高 

（百万円） 

連結営業利益 

（百万円） 

連結経常利益 

（百万円） 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

（百万円） 

１株当たり 

当期純利益

（円） 

前回発表予想(A) 3,600 760 722 463 48.38 

今回修正予想(B) 3,700 760 737 472 49.40 

増減額（B-A） 100 - 15 9 - 

増減率（％） 2.8% - 2.1% 1.9% - 

（ご参考）前期実績 

（平成 27年度 3月期） 

3,120 632 624 408 45.05(注) 

（注）１株当たりの当期純利益については、平成 27年 12月１日を効力発生日として普通株式１株を２株に分割する株式分 

   割が平成 27年３月期の期首に行われたと仮定して算定しています。 

2． 業績予想修正の理由 

平成 28年３月期の連結累計期間の業績予想につきましては、企業の旺盛な求人ニーズを受止め求

職者の獲得に注力した結果、主にメディア＆ソリューション事業及び採用支援事業におきまして、予定

を上回る年次進捗があり売上高は前回予想を 100百万円上回る見込みであります。 

営業利益におきましては、現在堅調に推移しておりますが、翌連結会計年度における事業拡大を期

して広告費の追加投下等を行っており前回予想を据置といたします。 

経常利益は、営業外費用の見込みが想定を下回ったため、15百万円上回る見込みであります。 

この結果、親会社株主に帰属する当期純利益においても 9百万円上回る見込みとなりました。 

  



 

3． 配当予想修正について 

 年間配当金 

第２四半期 期末 合計 

前 回 予 想 

(平成 27年 11月 6日予想) 

 17円 50銭 17円 50銭(注１) 

 

今 回 修 正 予 想 

 

 22円 50銭 

(普通配当 17円 50銭) 

(記念配当 ５円 00銭) 

22円 50銭（注２） 

(普通配当 17円 50銭) 

(記念配当 ５円 00銭) 

当 期 実 績 0円 00銭  0円 00銭 

前 期 実 績 

(平成 27 年３月期 )  

0円 00銭 35円 00銭 

(普通配当 30円 00銭) 

(記念配当 ５円 00銭) 

35円 00銭 

(普通配当 30円 00銭) 

(記念配当 ５円 00銭) 

※当社は、平成 27年 12月 1日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。 

(注１)株式分割後の配当であり、株式分割を考慮しない場合の合計は、35円となります。 

(注２)株式分割後の配当であり、株式分割を考慮しない場合の合計は、45円となります。 

 

4． 配当予想修正の理由 

 当社株式は、平成 27年 12月 22日付で東京証券取引所市場第一部に上場いたしました。これも

ひとえに、株主の皆さまを始め関係各位のご支援の賜物と心から感謝申し上げます。 

 つきましては、株主の皆様に感謝の意を表するとともに、東京証券取引所市場第一部上場を記

念いたしまして、期末配当において、従来予想の普通配当 17円 50銭に 5円の記念配当を加え 1

株当たり 22円 50銭にすることといたしました。 

 なお、配当金額及び効力発生日等の正式決定は、平成 28年 3月期に係る計算書類等の監査を

経て平成 28年 5月開催予定の取締役会において行うこととしております。 

 

 

※上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 

以上 


